
整理

番号
事業名 団体名 概要

1 日本語教育事業
出雲日本語ネット

ワーク

①地域で日本教室を開講し、学習者の希望に沿った
日本語指導を行い、日本語能力の向上と相互理解を
図った。
②出雲市
③通年
④87,000円
⑤各レベルにあわせた個別指導を行っているが、学
習者のレベルや参加頻度がバラバラで、すべてに対
応するのは難しかった。高校生・大学生の教室見学
があり、今後のつながり期待する。

2
地球のステージ＠ご

うつ

つどぉて52（ごう

つ）

①地球のステージ江津篇＆東日本大震災10年篇、講
師による映像と音楽と語りの世界。和太鼓演奏・フ
ラダンスのステージ発表も併催。参加者約150人。
関連事業として、東日本大震災写真展・ミャンマー
支援活動写真展を実施（5月23日～6月6日）。
②江津市
③6月6日
④170,000円
⑤60%が初めての参加者で、ステージ講演を多くの
人に知ってもらうことができた。多くの高校生や大
学生がボランティアスタッフとして参加し、主体的
に関わってくれた。

3
アジアフェスタ＠ご

うつ２０２１

アジアフェスタ＠ご

うつ実行委員会

①ベトナムを中心に、インド・インドネシア・タ
イ・フィリピンの食の屋台、体験コーナー、ステー
ジなど、アジアの文化を楽しむイベント。江津高校
神楽愛好会による石見神楽上演、日本語スピーチコ
ンテストには、6名が出場した。来場者は約1,100
人。
②江津市
③11月7日
④150,000円
⑤コロナ感染防止策として、受付で検温等を実施し
来場者にはリストバンドを装着してもらった。江津
市役所、大学生、高校生のボランティア協力によ
り、会場内巡視、ゴミステーション、ステージ進
行、屋台補助等担当してもらい、運営の大きな支え
となった。今後は、実行委員会スタッフの業務を整
理し、屋台出店に係る反省点を改善するようすすめ
たい。
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4
在住外国人と地域住

民の日本語交流活動

日本語教室グループ

「あいうえお」

①地域で日本教室を開講し、学習者に寄り添った日
本語指導を行った。日曜日の午後教室のみ、夜教室
は休止。
②隠岐の島町
③通年
④55,000円
⑤新型コロナウイルス感染症の影響で、交流会や研
修会は開催できなかった。終息するまでは、できる
ことをできる範囲で継続する。

5

国際化環境づくり事

業

日本語ボランティア

研修会

浜田国際交流協会

①浜田市内の日本語教室と共催し、大阪在住の講師
によるオンライン研修会を開催した。参加者は14
名。オンライン上ではあるが、講師による思いやり
のある言葉がけで、会場の雰囲気がよい状態で進め
られた。
②浜田市
③12月4日
④13,000 円
⑤令和2年度同様コロナ禍であり、企画段階からオ
ンラインとした。ただ、参考資料が整理されていな
かったり、オンライン用になっていないものもあ
り、準備にズレが生じた。今後のために混乱がない
ようしておく。休憩時に飲食ができない会場だった
ので、要検討。

6
ひかわdeにほんご教

室の指導
ひかわdeにほんご

①地域で日本語教室を開講した。学習者の「人と話
したい」「人の言うことがわかりたい」という気持
ちを考慮した学習の場を提供できた。教室のべ参加
者約150名。
②出雲市
③通年
④45,000 円
⑤感染対策のため、コミュニケーション能力を高め
る学習活動が自由にできなかった。コロナの状況が
改善すれば、従来の学習の姿に戻したり、イベント
を復活したりする。

7

言語的・文化的に多

様な子どもたちの居

場所づくり2021

こどもサポートプロ

ジェクト

①言語的・文化的に多様な子どもたちのサポート教
室、学習支援及びアクティビティを行った。島根大
学教育学部の学生有志が中心となって運営した。
②出雲市
③7月～3月
④35,000 円
⑤スタッフの役割分担を整理し、推進体制を整備し
つつ、引き続き多様な子どもたちが安心して過ごす
ことのできる居場所を提供する。十分にできなかっ
たSNSによる発信を定期的にできるようにする。



8 日本語教室
日本語ボランティア

ゆうわ

①地域で日本語教室を開講し、学習者が地域とふれ
あうための教室外活動を行った。年間のべ人数約
170名。
②出雲市
③通年
④60,000 円
⑤コロナ下で活動は不十分であったと言わざるを得
ない。会員については、約1/3が活動を控えてい
る。それでもほぼ毎週出席する学習者おり、1年間
での日本語能力の大きな進歩について喜ぶ感想を聞
き、活動の意義をあらためて実感した。

9

中国をルーツに持つ

子どもへの中国語・

中国文化教育を通じ

た地域交流事業

みんなの母語広場

①中国をルーツに持つ小中学生を対象とした中国語
母語教室を通年で、地域住民を交えた中国式ドッヂ
ボール大会を11月に開催した。
②松江市
③通年
④49,000 円
⑤保護者からは、子どもの中国語に対する姿勢の変
化に関する声を聞くことができた。子どもの中国語
レベルや年齢が異なることもあって、全員が満足で
きるような教室にすることができなかった。運営方
法は要検討。中国式ドッヂボール大会は、継続開催
し、地域における活動の知名度を高めたい。


